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魅力ある消費者市民社会に向けて行動しよう！ 
～安全・安心な生活を支える仲間を増やし、輪を広げよう～ 
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平成 29 年度 新潟県消費者協会 通常総会報告 

 平成 29 年４月 25 日(火)万代シルバーホテルにおいて通常総会を開催し、下記の 3 つの議案について可

決承認されました。(詳細は総会資料をご覧ください) 

総会後、引き続き設立 50周年記念式典を挙行し、講演会、祝賀会を開催しました。 

 

１ 新潟県消費者協会事業 
・消費生活に関する講演会･講習会 

・消費者情報「カラビナ」発行（年 3回） 

・ホームページ運営 

・地域啓発事業(中越､下越､佐渡) 

・自主調査や調査協力 

・電話相談 

・｢消費生活ネットワーク新潟」への参画 

・行政や関係機関の審議会及び委員会等への参加 

２ 受託事業（委託者：新潟県） 

●消費生活サポーター活動推進事業 

・見守りの担い手となるサポーター養成 

・フォローアップ研修 

・「消費生活サポーターだより」作成･配布 

・サポーター活動支援・啓発機会拡充 

●対象者層に応じた地域での消費生活講座 

●消費生活啓発講座コーディネート事業 

平成 29 年度事業計画ついて 

副会長 ：渡邊令子、石栗綾子 

常任理事：本多満喜子 

理事   ：富岡こずえ、齋藤ひさ子、 

船山敏子、山本圭子、 

木下誠子   

監事  ：奥山浅治 

副会長 菅井 清美 
皆様、こんにちは。今、そし

てこれから、必要なものは何
か。アンテナを張って、皆様と
ともに前に進みたいと思いま
す。よろしくお願い致します。 

 

 

通常総会において平成29年度役員紹介 

前副会長 石栗 綾子、渡邊 令子 

 
平成 28 年度末で、副会長を退任させていただきま

した。会員はじめ事務局の皆様には大変お世話になり
まして、誠にありがとうございました。 
超高齢社会の中で高度情報化やグローバル化の進

展等で、私たちを取り巻く社会状況の変化は激しく、
賢い生活者を目指し消費者教育の重要性は益々高ま
っていると実感しております。50 年の歴史ある新潟
県消費者協会の今後の発展を願って、皆様の一層のご
活躍を祈念申し上げます。 
 

新
任
の
あ
い
さ
つ 

退
任
の
あ
い
さ
つ 

副会長 丸山 正夫 
この度は副会長に選任いただいたこ

とは誠に栄誉な事でありますが、反面大
変な重責を感じております。不慣れでは
ありますが、一生懸命努めさせていただ
きますので、よろしくお願い致します。 

退
任
役
員 

 

ご尽力いただきありがとうございました！ 
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平成 29 年度より、新発田市消費者協会が新

しく設立され、新潟県消費者協会の正会員となり

ました。新しいお仲間が増えてうれしいです。 

これから一緒にがんばっていきましょう！！ 

消費者情報 150 号でもご紹介したように、昨年 10 月から

当協会も、イオンで行っている「幸せの黄色いレシートキャン

ペーン（右記※参照）」対象団体となっています。 

今回、通常総会の前に、イオンリテール㈱北関東・新潟カ

ンパニー様より、5 か月分 75,000 円のギフトカードをいただき

ました。ギフトカードは、正会員の 17 団体で、活動に役立つ

商品に換えさせていただきます。 

当協会の BOX にレシートを入れていただいた皆様、あり

がとうございました！ 

 

                 

新発田市消費者協会 

『幸せの黄色いレシートキャンペーン』 

ギフトカード贈呈 
 

設立しました！！ 

※イオンで行っている社会貢献活動で、
毎月 11 日「イオン・デー」の黄色いレ
シートを、店舗に設置してある地域の
ボランティア団体名が書かれた BOX へ
投函すると、レシートの合計金額の1％
がその団体に寄付されるものです。 
  

特定非営利活動法人 

消費生活ネットワーク新潟 設立記念シンポジウム 

 
本年 4 月、適格消費者団体の認定を目指す「消

費生活ネットワーク新潟」が、特定非営利活動法人

の法人格を取得し、記念シンポジウムを開催しまし

た。 

消費者委員会委員長河上正二氏の基調講演、

適格消費者団体「消費者被害防止ネットワーク東

海」の実践報告があり、市民や行政、弁護士、教

員、当協会会員など各方面から 120 人の参加があ

りました。 

この活動を推進する関東弁護士連合会より、「県

消費者協会や新潟大学が構成団体になっており、

このようにすそ野の広い組織は全国的にも珍しい。

大いに期待する」とのお話をいただきました。 

活動を支える会員の募集と、情報提供の呼びか

けを行っています（関連記事 7ページ） 

 

 

 

           写真 

平成 29年 5月 27 日（土） 

新潟テルサ大会議室 

NEWS☆☆☆☆ 

 

日時 平成 29 年 7 月 26 日（水） 

   10：00～14：00 

会場 アオーレ長岡 ナカドマ 
   （長岡市大手通り 1-4-10） 

平成 29 年度 

全国消費者協会連合会 功労者表彰者 

（長年協会活動に、ご尽力いただきました） 

 ■ 長岡市消費者協会 大橋 操 さん 

■ 村上市消費者協会 伴田 美智子 さん 

おめでとうございます！ 

～開催のお知らせ～ 

くらしフェスタ中越 in ながおか 

 

この活動を推進する関東弁護士連合会より、「県

消費者協会や新潟大学が構成団体になっており、

このようにすそ野の広い組織は全国的にも珍しい。

大いに期待する」とのお話をいただきました。 

消費生活ネットワーク新潟では、活動を支える会

員の募集と、情報提供の呼びかけを行っています。

（当協会の長谷川会長が理事長を務めています）       

 

             ◆関連記事 7ページ◆ 

 

来年度の全国消費者協会連合会総会は、 

新潟市で開催されます 
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新潟県消費者協会 設立 50 周年記念事業報告 

記念誌 

 設立 50 年の活動概要や思い出の写真、団
体正会員の紹介、座談会など、編集委員が中
心となり、1 年以上かけて制作しました。 

「新潟県消費者協会設立 50 周年記念式典、記念講演会、祝賀会」が、200 人近いご出席をいた

だき、盛大に開催されました。 

 来賓に米山隆一新潟県知事、長見萬里野全国消費者協会連合会会長、県内消費者行政担当者、

当協会の団体賛助会員、個人賛助会員、元役員の皆様をお迎えし、現在活躍されている正会員各

団体の皆様にも多数出席していただきました。 

また、岡村和美消費者庁長官をはじめ多数の方から祝辞、祝電を頂戴しました。 

和やかな雰囲気の中で、50 周年の歩みと活動をあらためて心に刻み、次の一歩に繋げる節目の

記念事業となりました。ご協力、ご出席いただいた皆様に心より感謝申し上げます。 

心に残る記念式典で、これほどのプログ

ラムを企画、実行された実行委員会の皆様

のご苦労に心から感謝申し上げます。 

どれも素晴らしく思いましたが、「映像で

見る新潟県消費者協会」が心に残りました。

南魚沼市消費者協会の会員の皆さんにも見

てもらう機会を設けたいと思います。 

式典 

 

南魚沼市消費者協会 柴田 春並 会長 

記念式典では、お二人

から祝辞をいただきました。 

米山知事の「私も協会設

立と同じ昭和 42 年生まれ｣

との第一声に、緊張してい

た会場が一瞬に和みまし

た。消費者協会の活動は、 

 

米山隆一 新潟県知事 全国消費者協会連合会 長見萬里野会長 

映像でみる新潟県消費者協会 

感想 

４ 

平成 29年 4 月 25 日（火）万代シルバーホテル ５Ｆ昭和の間・万代の間 
  
 
 

 

最後に、県協会と 16 の正団体会員の活

動を紹介する「映像で見る新潟県消費者

協会」を上映しました。会場では食い入るよ

うに映像を見られる方も多く、各団体の多彩

な活動の数々に、あらためて会員の活動に

かける強い気持ちや、地域における協会の

存在意義を感じられたようでした。 

 

 

「よりよい社会を創っていく上で重要であり、今後の活動に期待しています。」と温かいメッセージをいただ

きました。 

長見会長は、当協会の設立当初からの活動をよくご存知で、協会の消費者目線の商品開発や消費者

意識調査、各地域での独自の活動などについて高い評価をいただき、新潟県消費者協会の今後の活動

と発展に期待しますと述べられました。 

 

記念誌の写真 
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祝賀会では和やかに交流させ
ていただきました。凛とした日
舞に日本の女性の気品を感じま
した。「魅力ある消費者市民社会
を目指して」過去 50 年、歴代の
会長さんをはじめ役員の方々の
ご尽力の大きさに気づかされる
会でした。 

講演会 

 
柔らかな語り口で、敗

戦後から現在に至る「政

治や経済、暮らし」につ

いてユーモアを交えて

分かりやすくお話してい

ただき、あっという間の

90分間でした。  

会場は、日本が戦後復興から高度経済成長を経て、

バブルがはじけ、低成長時代に入る経緯を身をもって知

る世代が多く、世相を反映する言葉、「巨人・大鵬・卵焼

き、集団就職、ミニスカート、グループサウンズ」等の言

葉が出てくると盛り上がりました。また、女性は戦争という

大きな犠牲の上に参政権が与えられ、その後さまざまな

権利が認められたと話されました。 

講師は、四日市に近い出身で、四日市ぜんそく等の

公害を身近に感じて育ったそうです。1960 年代に日本

の四大公害が発生し、1967 年に公害対策基本法、1970

年には公害関連 14 法案が可決され、翌 1971 年に環境

庁の設置、2000 年に環境基本法の理念にのっとった法

律が成立。公害を克服して循環型社会に移行する流れ

が、法律制定を通して理解できました。 

高齢者が木の葉を料理の「つま」として出荷する新し

い産業を起こし成功した、徳島県の上勝町を紹介されま

した。既成の感覚から抜け出て、立ち位置を変えてお宝

探しをしないと取り残されてしまうことや、経済成長の現

状から脱皮して、消費者の考える力や意見を大事にし、

リードしていってほしいと述べられました。            

（編集委員 山本ヒサ） 

                 

消費者問題を世相の変化・戦後の経済発展から楽しく解説されまし
た。安全・安心・公正な社会には、消費者・事業者・行政が、お互いに
緊張感を持った正しい情報交換が必要で、我々消費者団体の果たす役割
は益々大きくなるとエールを送っていただいたと感じました。 

 

長岡市消費者協会 

住川耕二郎 会員 

感想 

講師： 北川 正恭 氏（早稲田大学 名誉教授、同マニフェスト研究所顧問） 

地域を支えるこれからの消費者活動 

 

祝賀会 

 

団体賛助会員 株式会社池田看板 

 池田 洋子 代表取締役会長 

感想  

新潟県県民生活・環境部 

丸山由明部長よりご挨拶 
 

会員同士で親睦を深めました 

会員による祝舞と吟舞 

最後に子ども

を事故から守
るテーマソン
グ「アブナイ

カモ」を楽し
く踊りました 

大勢ご出席いただきました 
盛り上った祝賀会 

新潟県ハイヤー・タクシー協会高橋 

会長からお言葉をいただきました 
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柏崎市消費者協会 佐藤 清子会長  

 来年６月、当協会では設立50 周年を迎 

えます。今年度は記念誌や祝賀会の準備を 

会員の皆様からご協力を得て進めたいと思 

います。 

新潟市消費者協会新潟支部 山﨑 和美支部長 

 例年同様の行事をしていますが、設 

定日や時間に配慮し､広報も会員以外の 

方々の目に止まる工夫をし、協会の認知 

度を高めていきたいと思います。 

南魚沼市消費者協会 柴田 春並会長 

 遊休品の提供やリサイクル作品の講 

習、販売などで多くの会員の活動の場 

を作ります。また、個人では見学でき 

ない県内の施設や機関を視察します。 

新潟市消費者協会新津支部 高橋 昌子支部長 

 高齢化社会となった今、互いに助け 

合いながら生きる事の大切さを認識し 

て活動しています。いつまでも元気で 

いられるように。 

魚沼市消費者協会 米山 幸子会長 

  今年も生活に密着した課題を取り上 

げ、市民の皆様に有効な“特ダネ講座” 

の継続実施に力を入れ、楽しく活動を 

進めていきたいと思います。 

新潟市消費者協会巻支部 倉澤 タカ子支部長 

目標はこの秋開催の下越地区連絡会を 

成功させることです。巻地区ならではの 

おもてなしを企画中。意見交換に加え、 

交流会ではバザーもあります。 

十日町市消費者協会 金井 シゲ子会長  

長年に亘って不用品販売会を実施して 

います。残り「０」を目指すなど、さら 

に充実、発展させていきます。 

新潟市消費者協会白根支部 西野 伸治支部長 

 正しい情報の学習と発信ができる地域・ 

消費者コミュニテイにします。今秋は巻支 

部と一緒に下越地区連絡会を盛り上げます。 

小千谷市消費者協会 川井 厚子会長  

「食品ロスアンケート調査」は継続 

して実施する予定です。2 年間をかけ 

て準備をしてきた「おぢやのおせち」 

を冊子にまとめます。 

新潟市消費者協会豊栄支部 山岸 洋子支部長 

 「賢い消費者を目指して、安全・安 

心な社会」「食と環境問題」「環境に 

やさしい暮らし」を目指し奮闘！「ど 

んな行事も一致協力」まとまり最高です。 

長岡市消費者協会 山本 ヒサ会長  

気持ちよくスムーズに仕事ができる 

環境作りを心がけ、達成感のある仕事 

の遂行と時代の要請に応えられる新た 

な使命を模索していきたいと思います。 

新発田市消費者協会 石井 陽子会長 

地球にやさしい環境への取り組みと 

して必要な食品を必要な時に必要な量 

だけ購入してもらう、食品ロスの削減 

活動をしています。 

見附市消費者協会 遠藤 春枝会長 

年々会員が減少しています。協会の 

PR をしなければならないと思い「市 

民活動」の場で講座を実施しアピール 

したいと考えています。 

村上市消費者協会 梅田 久子会長 

 映画「JUST EAT IT」とフードドラ 

イブの実施。長岡市生ごみバイオガス発 

電センター視察。食品ロスを考える講 

座が続き意識改革に期待。 

三条市栄消費者協会 丸山 正夫会長 

 会は平成９年に設立して今年で 20 周 

年を迎えます。来たる 7 月 11 日にはさ 

さやかではありますが、20 周年記念式 

典を行う予定です。 

佐渡市消費者協会 山本 初子会長 

 食品ロス削減に向けて、17 店舗にア 

ンケートを実施したので、今後この運 

動を市民にどう広げ浸透させていくか、 

市と連携協議していきたいです。 

五泉市消費者協会 山下 キミ子会長 

 年々進歩する社会、情報過多となり 

正しく学ぶことの大切さを実感してい 

ます。協会の活動が重要と感じており、 

消費生活講座の実施に向け励みます。 

※写真右上の     は新代表の方々です。 

今年度の活動目標 ・抱負
針 ・・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・紹

介 

 

各地区の活動の積み重ねが新潟県消費者協会設立 50 

周年を支える底力になっています。7 人が新会長となり

ました。会長の皆様方には新風を吹き込んでいただく

ことを期待します。 (編集委員 藤田純子・山本ヒサ） 

 

New 

 

New 

 

New 

 

New 

 

New 

 

New 

 

New 

 

New 
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消費者トラブルキ－ワード 

 
テレビショッピングでは、店頭に並んでい

ない商品やアイディア商品の使い方の実演や

体験談、洋服の組み合わせを紹介するなどじ

っくり説明があり「良いな！」と思って見て

いると、 

『放送終了後、30分以内』の注文なら 

★○千円値引きで買えます  

★あれもこれも○個付けた特別セット 

★残りわずか、あと限定××個です 

 

放送終了後、 

30 分以内限定!！ 
 

そんな時、活躍の「適格消費者団体」 
上記のようなテレビショッピングに、適格

消費者団体である“埼玉消費者被害をなくす

会”が、「30分以内に申込みをした場合のみ

安い価格で購入できるかのような表示」の改

善を申し入れました。すると、事業者から「放

送終了後 30 分以内限定という表現の廃止を

検討する」との回答がありました。 

適格消費者団体は、紛らわしい広告などを

調査・検討した結果、改善が必要な場合は、

事業者に申し入れをすることができるので

す。 

今後、放送でどの様に表現が変わったのか、

関心を持って見てみませんか。（右下※参照） 

 

適格消費者団体とは? 

不特定かつ多数の消費者の利益を擁護する差止請

求権を行使するために必要な適格性を有する消費者

団体として内閣総理大臣の認定を受けた法人を「適

格消費者団体」といいます。全国に 16団体（平成

29年 5月現在）あります。 

 また、適格消費者団体のうちから新たな認定要件

を満たす団体として内閣総理大臣の認定を受けた法

人を「特定適格消費者団体」といいます。全国に１

団体（平成 28年 12月現在）あります。 

＜問合せ先＞ 
特定非営利活動法人  

消費生活ネットワーク新潟 

TEL 025-285-8916  
FAX 025-285-8917 
Email ssnet@niigatakenren-coop.jp 

編
集
後
記 

新潟県消費者協会の設立 50周年記念式典に出席しました。50年前の私は、消費者ということも考え

ず、家事・育児にと日々過ごしていました。消費者協会に入会し、先人達の活動を知り、考える消費者に

なりました。もっと会員が増えるといいな！という思いを込めて編集しています。皆様の感想が励みになりま

す。ぜひご感想をお寄せください。                          （編集委員 中村文子） 

テレビショッピング 

など、消費者を焦らせて購入を煽る表現が多く見

られます。 

☆おまけをつけるなら「値引きしてほしい！」 

☆今だけと言うけど「毎日同じような広告！」 

☆「本当の商品価格はいくらなの？」 

☆「本当に今だけ？」と 

思ったことはないですか。 

 

※ お気づきでしたか？ 「30分間オペレーターを増や

しています」に変更されています！ 

新潟でも 
目指します 

新潟にも、適格消費者団体を 

目指す団体「特定非営利活動法人消費生活ネット

ワーク新潟」が設立されました。まだ、裁判はで

きませんが、申し入れができ、その内容や事業者

の回答はＨＰ上で公開されます。 

これまで、表示がおかしいと思ってもどうすれ

ばいいのか分りませんでしたが、消費生活ネット

ワーク新潟に情報提供することができるように

なりました。 

新潟県消費者協会も、消費生活ネットワーク新

潟の一員です。 

 
「これって おかしくない？！」と思うことは 

「消費生活ネットワーク新潟」に情報提供しませんか！ 



 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     大事なのは 持ち帰りしなくてもよいように、食べられる量の注文をすること！ 

今回は宴会・冠婚葬祭などの場合を除いた外食という設定で取材してみました。 
あるお店で、シェフの方が「作ったものを新鮮な今この場所で食べてもらうことを大切にしたい」と言っ

ておられました。その気持ちもよくわかりました。持ち帰りについて、今はまだ、行政も積極的に勧めては

いないこともわかりました。特に保健所は持ち帰り食品による食中毒を恐れていました。先ずは、残さず食

べ切るという注文の仕方を大切にしたいものです。店側は少量メニューを用意し、消費者のニーズに応える

努力も必要で、そのあたりの改善をお願いしたいと思います。 

一方、お客が残した食物の多くが生ごみとして処理されると聞き、持ち帰りができれば、生ごみ減にもつ

ながるので、残った食物を堂々と持ち帰れる習慣ができるようになればよいとも思いました。もちろん持ち

帰り後は「自己責任」であることは自覚したいものです。     （編集委員 桜井喜美子・中村文子） 

 

外食（ランチなど）のお料理  
食べきれないけど、持ち帰られる？ 
 

持ち帰りできるお店は半数以上という結果 

それぞれが５店ずつ、計 10店に行ってみました。

結果は、持ち帰りＯＫが７店、ダメが３店でした。 

 柏崎は 5店全て持ち帰りＯＫでした。しかし要求

があれば、応じるということで、お店が持ち帰りを

推奨しているという 

ことではありません。 

ＯＫという店の理由 

・食品ロス削減に協 

力したいから。 

・残った料理を捨て 

ることにしたくない。 

・家に持って帰ってでも食べようとしている気持ち

に応えて。 

ダメという店の理由 

・その後の保存の仕方で、食中毒の心配がある。 

・今の美味しい状態で食べてもらいたい。 

・お客に量等の声かけをして、残が出ないようにし

ている。 

・どうしても味が落ちる。 

・保健所が勧めていない。 

・暖かくなってきたので食中毒を心配しているが、

持ち帰りについての検討もしている。 

＜参  考＞  
県の方針 

「残さず食べよう！にいがた県民運動」を展開 

・食品ロス削減に向けた啓発 

・実態調査など、ＮＰＯとの連携 

・食品ロス削減に取り組む協力店募集 

（外食での食べ残しを減らすために、・小盛りメニュー

を用意 ・食べ残しを減らす呼び掛け ・ステッカー

を掲示 ・食品ロス削減の工夫等に取り組んでもらう） 

国の各機関からも通達が出ています。 

ＷＥＢ『飲食店等における「食べ残し」対策に取り組

むに当たっての留意事項』で検索 

ランチを食べに行って、お料理が食べきれないことって

ありますね。もったいない！持って帰れば食べることでき

るのに、と思うことありませんか？ 

最近持ち帰られるお店も増えているとか。そこで、新潟

県内で実際はどうなのか、編集委員２人が柏崎市と新潟

市で実際に調べてみました。 

家族や友人と気軽に行くことができて、1,000円前後で

食べられるお店で食事して、生ものや水気の多いもの

以外を「食べきれないので持って帰れますか」と聞いて

みました。 さらに、行政の見解もお聞きしてみました。 

 

食品ロス削減を進める市の考えは？ 
新潟市も柏崎市も、食品ロスについては県の方針

（緑枠内参照）に沿って対策を練っているとのこと。

持ち帰りについて否定的ではありませんが、具体的

方針は出していません。先ずは店側に、小盛りメニュ

ー等作って、残さない工夫を勧めたいとしています。 

 

保健所、「持ち帰った後は自己責任で」 
 新潟市と柏崎の保健所では、「お客は、お店側が

持ち帰りをＯＫしてくれた場合、その後のことは自

己責任だということを肝に銘じましょう」「それよ

りも、残らないようなお料理の注文を心がけましょ

う」との回答でした。 

お店側から、残った料理の持ち帰りについて問い

合わせを受けたら、「お勧めはしません」と答え、

その理由は、「その後の保存の状態によっては食中

毒などの心配があるからです。客が量を選べる工夫

などして、残飯が減る努力をしてもらいたい」と話

されました。お店には、「お客に、持ち帰った後の

管理をしっかりすることを伝えて 

ほしい」、持ち帰った人は、「別 

の用事等足さずにできるだけ早く 

帰り、冷蔵保管や再加熱等を守っ 

てほしい」とのことでした。 

 

取材の

感想 

 

「食品ロス」削減に取り組みましょう！ 

外食編   聞いてみました！ 

 


